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１ 監査の対象  

   公営企業部に係る財務に関する事務の執行状態並びに事業の管理状態につい

て監査を実施。（水道事業会計、簡易水道特別会計、温泉事業特別会計、公共下

水道特別会計、農業集落排水特別会計） 

 

 

２ 監査基準日・監査の範囲  

  平成２１年１０月３１日現在の財務及び事務に関すること 

 

 

３ 監査の実施日 

公営企業部 業務課･水道課  平成２１年１２月２１日 午前９時から 

〃    業務課･下水道課 平成２１年１２月２１日 午後１時３０分から 

 

 

４ 監査の方法 

   監査の対象となった水道事業会計、簡易水道特別会計、温泉事業特別会計、公

共下水道特別会計、農業集落排水特別会計の下記項目について、公営企業部から

提出された資料に基づき説明聴取を行うとともに、関係帳簿、証憑書類の突合及

び計算突合等により関係諸記録を相互に付き合わせ、その記録又は計算の成否を

確かめた。 

    １「平成２０年度定期監査指摘要望事項措置状況報告書」 

２「職員の事務分掌表」 

３「主要事務事業の概要」 

４－①「懸案事項及び業務に関する問題点」 

４－②「指定事項調書」 

  【業務課・水道課】 

① 水道使用料の滞納対策状況について 

② 境川浄水場の進捗状況について 

  【業務課・下水道課】 

① 下水道事業における普及率と水洗化率の状況と今後の事業計画につ

いて 

５－①「委託契約（一般委託）（予定）調書」 

５－②「委託契約（工事関連委託）（予定）調書」 

６「負担金補助及び交付金支出（予定）状況調書」 

７「工事請負実施（予定）調書」 

８「公有財産購入に関する調書」 

９「歳入状況調書」 

10「歳出状況調書」 
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11「滞納状況調書」 

13「賃貸借に関する調書」 

16「郵便切手受払状況」 

 

 

５ 監査の着眼点 

  監査にあたり次の点に着眼し監査を行った。 

・ 事務事業が法、条例規則等に則り適正に行われているか。 

・ 住民サービス向上の観点から、現行の事務事業が適正なものか否か。 

・ 歳入歳出予算の執行が適切に行われているか。 

・ 契約事務の手続は適切か。 

 

 

６ 監査の結果 

 （１）予算・財務に関する事務 

    平成２１年１０月３１日現在における公営企業部から提出された水道事業

会計、簡易水道特別会計、温泉事業特別会計、公共下水道特別会計、農業集落

排水特別会計における歳入歳出状況調書の金額は、監査の結果関係帳簿等の記

載金額と一致し適正に執行されていた。また、郵便切手受払状況についても、

切手保管枚数と受払簿に間違いがなく、受払が適正に行われていたことを確認

した。 

 

 （２）事務・事業の執行状況 

公営企業部に係る事務事業の執行については、良好であると認められる。 

    なお、監査における指摘・要望事項を後述するので、今後適切な措置を講じ

られたい。 
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７ 指摘・要望事項 

① 

今後とも給水停止、分納誓約及び分納誓約不履行者へ

の給水停止等を行い、時効が成立しないように、滞納

料金の回収に努力し、財源の確保を図ること。 

② 

国からの指導にもあるとおり、簡易水道を上水に統合

することは、安心・安全な水の供給に繋がるので、早

い時点で統合するように努力をすること。 

事務

事業 

③ 
御坂町及び一宮町内の石綿管の布設替えについては、

漏水等を防ぐためにも、早急に工事を行なうこと。 

① 

感熱紙の領収書の宛名の企業会計は笛吹市水道企業出

納員に、特別会計は笛吹市会計管理者名にすること。

また、感熱紙の請求書と領収書は控えのコピーを添付

しておくこと。 

② 
検査・検収調書の特記欄には立会人の氏名を記入して

おくこと。 

業務課 

水道課 

伝票に

ついて 

③ 
温泉会計で支出負担行為の日付が、工事完了日より遅

い日付のものがあったので、注意をすること。 

① 
下水道使用料、受益者負担金の滞納縮減については、

今後も業務課と連携をして引き続き努力されたい。 
 

事務

事業 ② 
下水道接続可能区域における、水洗化率の向上をより

一層図ること。 

業務課 

下水道課 

伝票に

ついて 
① 

検査・検収調書の特記欄には立会人の氏名を記入して

おくこと。 

 

 

８ 前年度定期監査指摘要望事項に対する対応措置について 

  平成２０年度定期監査において指摘された事項については、以下のとおりその対

応措置が示された。 

 

【業務課・水道課】 

《指摘要望事項①》 

  引き続き滞納料金の回収に努力し、財源の確保を図ること。 

《対応措置の内容》 

  滞納の状況は下記滞納状況調書のとおりです。 

 この滞納金額の回収方法として平成19年8月に公営企業部全体で臨戸訪問を行い滞納金額の徴

収、分納誓約書の取り交し等を実施した。 

  また、20 年 2 月には 50 万円以上の高額滞納者に対し給水停止を行った。やはり｢給水停止｣

による効果が多くこの結果を受け、20 年度 5月から月末の水曜日を給水停止日とし年間スケジ
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ュールを作成し、公営企業部(水道課･下水道課）で実施した。 

  21 年度 5 月からは毎週火曜日を給水停止日とし、現年度の収納を強化するため新規で 3期未

納者、分納誓約不履行者も停水を行い、未納料金の回収と料金収納率の向上に努めております。

平成 21 年度の 10 月までの給水停止執行状況は、予告書発送件数 371 件(滞納金額 85,100,950

円)うち停水件数 129 件(納入金額 7,371,942 円)となっています。 

 滞納状況調書                       平成 21 年 10 月 31 日現在 

  石和 御坂 八代 笛吹市全体 

調定年

度 

未納 

件数  未納額合計  

未納 

件数  未納額合計 

未納

件数  未納額合計 

未納 

件数 未納額合計

H4 10  267,564  0 0 0 0 10 267,564

H5 28  358,730  0 0 0 0 28 358,730

H6 45  610,330  0 0 0 0 45 610,330

H7 43  317,546  0 0 0 0 43 317,546

H8 55  439,623  3 3,692 0 0 58 443,315

H9 259  1,878,584  6 10,048 4 67,829 269 1,956,461

H10 678  4,064,174  6 10,080 11 260,547 695 4,334,801

H11 984  5,792,721  8 23,183 9 132,542 1,001 5,948,446

H12 1,336  7,714,329  12 50,390 19 286,488 1,367 8,051,207

H13 1,726  9,315,592  14 80,089 51 593,022 1,791 9,988,703

H14 2,018  10,587,441  24 212,818 81 971,522 2,123 11,771,781

H15 4,343  21,292,430  132 958,578 226 1,864,155 4,701 24,115,163

H16 4,262  22,521,540  338 2,200,579 341 2,567,445 4,941 27,289,564

H17 4,065  22,912,883  371 2,420,074 389 2,554,062 4,825 27,887,019

H18 3,790  19,626,190  406 2,650,383 366 2,773,896 4,562 25,050,469

H19 3,640  18,968,016  484 3,400,386 306 2,217,060 4,430 24,585,462

H20 3,145  16,614,657  496 3,143,808 339 2,407,236 3,980 22,165,701

H21    0 0

H22    0 0

地域計 30,427  

  

163,282,350  2,300  15,164,108 2,142 16,695,804 34,869  195,142,262 
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参考 収納状況               H21.4.1～H21.10.31 

  石和 御坂 八代 笛吹市全体 

調定年度 

収納 

件数  収納額合計  

収納 

件数  収納額合計 

収納

件数  収納額合計

収納 

件数 収納額合計 

H4    0 0

H5 0            -  0            - 0           - 0 0

H6 0            -  0            - 0           - 0 0

H7 0            -  0            - 0           - 0 0

H8 0            -  0            - 0           - 0 0

H9 12       59,104  0            - 0           - 12 59,104

H10 62      262,158  0            - 0           - 62 262,158

H11 62      306,410  0            - 0           - 62 306,410

H12 64      262,966  0            - 0           - 64 262,966

H13 62      259,155  0            - 1      7,035 63 266,190

H14 110      426,290  1       15,723 2     14,357 113 456,370

H15 192      835,361  4       27,690 0           - 196 863,051

H16 258    1,088,012  14       51,666 7     45,793 279 1,185,471

H17 336    1,292,115  41      187,459 9     26,275 386 1,505,849

H18 420    1,525,017  69      321,646 33    136,922 522 1,983,585

H19 614    1,652,202  79      424,623 46    225,474 739 2,302,299

H20 2,668   12,954,248  606    4,089,393 332   1,438,968 3,606 18,482,609

H21    0 0

H22    0 0

地域計 4,860   20,923,038  814    5,118,200 430  1,894,824 6,104  27,936,062 

 

《指摘要望事項②》 

  水道料金については、延滞金を徴収していない状況である。延滞金は、納期限内に納付して

いる場合との公平性を保つために必要であり、納期限納付の推進と滞納縮減のためにも、延滞

金の導入について検討すること。 

《対応措置の内容》 

  年々増加する水道料金の回収を優先事項と考え停水を毎週実施し、滞納削減に努めています。

延滞金の条例の制定は、滞納整理が軌道に乗り滞納額が減額された時点で行う予定です。 

《指摘要望事項③》 

  水質検査を県外の検査機関に委託している。災害時などの地下水の水質変化や施設の損壊に

より緊急な水質検査の実施の場合に備え、検査のあり方について検討すること。 
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《対応措置の内容》 

  今年度については、㈱山梨県環境科学検査センターに委託をしており懸念されることは無い

と思われます。業者選定については、一般競争入札での選定システムなので毎年変わるが、災

害時などの緊急対策においては、県内の業者対応については可能と思われます。 

《指摘要望事項④》 

  資格や特殊技術を要するための随意契約については、他に資格や特殊技術を有するものがい

るかの精査を行い、競争による契約となるよう取り組まれたい。 

《対応措置の内容》 

  水道という特殊性を考慮しながら、十分な精査を実施し、出来るだけ競争による契約となる

ように取り組んでいます。 

《指摘要望事項⑤》 

  春日居足湯施設管理業務や、春日居クラブ補助金が温泉事業会計から支出されているが、温

泉事業会計の目的に沿うものではないことから、その所管について関係部局と協議し、適切な

措置を講じられたい。 

《対応措置の内容》 

  平成 21 年度で 3 年間の補助金交付期間が終了するので、廃止を予定しています。 

《指摘要望事項⑥》 

  請求書と検査調書に記載されている工事施工箇所が異なっているにもかかわらず支払がされ

ていたものがある。支出命令書の添付書類のチェックを徹底すること。 

《対応措置の内容》 

  チェック機能を強化し添付書類に相違があった場合、その場で訂正を行う。 

《指摘要望事項⑦》 

  契約工事名と異なる工事名の設計図書が添付され、工事が執行されていた。統一した工事名

での書類整備を図られたい。【下水道関連蕎麦塚地内配水管布設替工事指摘】 

《対応措置の内容》 

  契約工事名と設計図書等の工事名が相違しないよう十分注意し、書類の整備を図ります。 

【業務課・下水道課】 

《指摘要望事項①》 

  下水道使用料、受益者負担金の滞納縮減に、引き続き努力されたい。 

《対応措置の内容》 

  下水道使用料は、水道使用料金と併せて徴収を行っているが、業務課の料金滞納者に対する

給水停止措置など行い滞納額の徴収に努める。受益者負担金についても、滞納徴収について引

続き努力をしていきます。 

《指摘要望事項②》 

  下水道は、その施設整備に大きな投資が行われている。生活環境向上のためにも、接続可能

区域における加入促進を強化し、水洗化率の向上を図られたい。 

《対応措置の内容》 

  下水道の加入促進については、市の広報誌、ホームページ、各種イベント等を活用して水洗

化のための広報活動や、供用開始した地域に居住する世帯に対して、接続の為に通知･チラシ等
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で個別にお願いをしたりしているが、引き続き下水加入率向上に努めていきます。 

《指摘要望事項③》 

  下水道工事の施工計画については、地区各戸の下水道への接続意向を優先度とし工事箇所の

決定に反映させる方法も検討されたい。 

《対応措置の内容》 

  下水道工事の施工計画については随時見直しをしているが、工事の施工についても下水道接

続の同意が取れているところを優先的に施行しています。 

《指摘要望事項③》 

  伝票に決裁日が記入されていないものが多いので、必ず記入すること。 

《対応措置の内容》 

  伝票決裁日の記入について、引き続き確認をしながら事務を行うようにします。 

 

 

９ 指定事項の回答について 

  本監査において、監査委員が指定した事項（指定事項調書）については、その現

状及び今後の方針が以下のとおり回答された。 

 

【業務課・水道課】 

《指定事項①》 

  水道使用料の滞納対策状況について 

《現状及び今後の方針》 

  年々増加する水道料金の滞納整理を行うため昨年は、月 1 回の停水処分を行ったが、本年度

は毎週火曜日を停水処分の日として、新規 3 期未納者の停水処分を行うと伴に、分納指導等を

行い料金徴収につなげている。また、大口滞納者も訪問し料金納入を促しているが、景気低迷

もあり納入はあまり進んでいません。 

《指定事項②》 

  境川浄水場の進捗状況について 

《現状及び今後の方針》 

  11 月 30 日に起工式を終え、施工計画の提供と伴に、業者間の工事施工調整を行っています。

年内中に建屋建築位置出し等基本工事に入り、来年当初より、基礎工等本格的な建設に入る予

定です。 

 

【業務課・下水道課】 

《指定事項①》 

  下水道事業における普及率と水洗化率の状況と今後の事業計画について 

《現状及び今後の方針》 

   

  ○現在の普及率は平成 21 年度 10 月 31 日現在 

  石和町 52.7%、御坂町 33.7%、一宮町 56.5%、八代町 74.8%、境川町 96.2%、 
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  春日居町 84.1%、芦川町については農業集落排水で 100%になっています。 

  ○水洗化率は概ね上がってきていますが、今後は水洗化を促進するために普及啓発の強化と

融資斡旋制度の周知を徹底して行きたいと思います。 

対策 

普及啓発の強化 

・ 未接続世帯を訪問し、接続依頼をお願いするとともに、未接続の汚水ますの点検 

・ 下水道事業の必要性・有益性の周知 

・ 地域の水環境保全のため、環境改善効果 

・ 浄化槽と比較した場合の、維持管理及び管理費用の優位性 

融資斡旋制度の周知徹底 

・下水道工事資金の融資・斡旋などの周知徹底 
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